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Abstract

A ne、',ア reFlective display is proposed  This display is composed of a scattering nirn, a

quarter、 ,、アave plate, a vertically aligned cen and a renector  The feature of this LCI)is high

multiplexibility and gray scale capability

′てて,yportrs: liquid crystal,renective mode,ECB,CHS,front scattering Filln

1.は じ め に

透過型カラー液晶において,入射光の強度は

カラーフィルタ,TFTの開口率,偏光子によっ

て大幅に減少する。従って,通常のカラー液晶

では輝度を向上させるために背景光源を必要と

する。しかしながら,将来の携帯型システムを

構築しようとする場合には消費電力を低下させ

ることが必要であり,そのためには背景光源を

取 り除き,光の利用効率の向上を実現させなけ

ればならない。本報告では新しい反射式電界制

御型複屈折性 (R― ECB:Renective Electri‐

cally Controned Birefringence)モ ―ヽドイこつヤゝ

て検討する。

透過型モードにおいて直交偏光子の垂直配向

セルは電界無印加時に複屈折効果を示す。従っ

て非活性状態ではFig.1の ように良好な黒状

態を示す [1]。 既に開発提案されているCSH
(Color super Homeotropic)モ ード技術を Fig.

2に示す。これはECBモ ードの垂直配向を用い

ており,広い視野角を示すことが示されている
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[25]。 斜め方向からの or状態での光の漏れを

押さえるために,一軸性の光学補償板 (OC)を

2枚の偏光子間に挿入する。CSHモ ードは高コ

ントラス ト,高色純度,中間調,高速度応答の

特長があり,非活性状態にのみ光透過率は0と

なる。この CSH―LCDは事務機器 として必要な

フルカラー大画面表示に適している。

しかし,CHSモ ードは関値付近の透過率変化

を用いるために透過率はそれほど高 く取ること

はできない。聞値付近の特性を向上させるには

液晶層のリタデーション∠%プ を出来るだけ大

きくすることが求められる。ここでИ%は液晶

の屈折率異方性であり,プ は液晶層の厚さであ

る。И%を大きくするには負の誘電率異方性 も

つ液晶の物性開発の革新が必要であり,プ の増

加を考えることは応答時間の増大を招 くことに

なる。従って,い ずれも透過型 ECBモ ードで大

きなИ%と′を得 ることはたやすいことではな

い。この点反射型モードでは光が液晶層を2度

通過することになるので,実効的なリタデー

ションが 2И%プ となり,リ タデーションの増大

が可能である。

本報告では新しく開発 した反射型 ECBモ ー

ドの表示素子を提案する。ECBモ ードでは偏光

子が 1枚であることとカイラル物質等の添加が
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